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悪天候時の運転について

雨の日は視界が悪くなるうえ，窓ガラスが曇ったり，路面が滑りやすくなる

など悪条件が重なり，危険度が高くなります。

晴れの日よりも速度を落とし，慎重に運転しましょう。急発進，急ハンドル，

急ブレーキなどは横転，横すべりなどの原因となり，特に危険です。

安全な通行のために

疲労が蓄積されると，「見落としや誤りが増える」「危険を察知して判断する

までに時間がかかる」など安全運転に悪影響を及ぼします。

運転中に不調を感じたら無理をせず休憩をとりましょう。


